
定例選挙管理委員会会議録要旨 

日  時 令和５年 10 月 10 日 午後４時 10 分 

場  所 横浜市選挙管理委員会室 

出 席 者 

田中委員長、川口(正)委員長職務代理者、川口(珠)委員、齊藤委員 

小磯事務局長、武島選挙部長、廣澤選挙課長、古川担当課長 

宮田庶務係長、今永啓発係長、遠藤選挙係長、深澤担当係長 

間宮書記、宗仲書記 

 

議    事 

１ 報告事項 

(1) 令和５年４月９日執行横浜市議会議員一般選挙に関する審査の申立てに かかる 

 神奈川県選挙管理委員会の決定について 

  

委員全員：異議なし 

  

(2) 令和５年度 横浜市・区明るい選挙推進大会について 

  

委員全員：異議なし 

≪ 報 告 の と お り 了 承 ≫ 

 

２ その他 

令和５年６月定例選挙管理委員会で各委員よりご意見いただいた項目のうち、「開票

の見える化」について、事務局から対応状況を報告した。 

また、令和５年統一地方選挙における個人演説会公営施設使用状況について、事務局

から報告した。 

  

≪主な発言≫ 

委 員：業者から提示された、階段(ひな壇)状の台に500票束を乗せていく案は、 

 組立式の段ボールを台にしているが、投票用紙を乗せた時の重さに耐えら 

 れる構造なのか心配である。また、一列に並べて置く際、列によって束数 



 が異なることのないよう工夫する必要がある。業者から提示された、斜め 

 に傾けた板状のスロープに500票束を積み重ねていく案について、候補者 

 の得票数が多い場合は横に連結して対応するとのことだが、どの候補者の 

 得票なのか見づらいと思う。 

委 員：斜めに傾けた板状のスロープを使用する案は、身長が低い従事者にとって 

 使い勝手が良いものとは言えず、作業効率が悪くなるのではないか。階段 

 (ひな壇)状の台を使用する案は、どのように投票用紙を乗せるのか。また、 

 段ボールではなくコンパクトにしっかり畳めるものを作った方が良い。 

事務局：ご意見を踏まえ、業者には横に並べる案を軸に再度設計してもらい、次回 

 改めてお示ししたい。 

委員長：業者が提示した案は積み上げ型だが、かごに入れた投票用紙の重量を表示 

 する方法と併用する形が良いと思う。 

委 員：大きさの異なる器材を２種類用意し、開票所の広さに応じて使い分けると 

 良い。 

委 員：このような器材を使用すれば、開票作業を工夫して行っていることが目に 

 見えるので、参観人は喜ぶと思う。 

事務局：ご意見を踏まえ、年度内に試作品を作製する。またご相談させていただき 

 たい。 

≪ 説 明 の と お り 了 承 ≫ 

 


